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要因分析

【必須】

人権啓発事業や各種相談事業等を積極的に展開して事業を実施した結果、実績は向上したものの、特にSNS上での

誹謗中傷事案などの人権侵犯事件等が多く報道されており、県民が人権に関する相談・支援体制が十分でないと感

じていることがアンケートの回答に反映されたため、目標を下回ったと考えられる。

改善の方向性

【必須】

KGIの目標達成に向けて、人権啓発イベント等のテーマを社会ニーズに合致したものにするよう検討するとともに積

極的な広報に努め、人権相談窓口等の周知を図っていく。
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現状値 26 ％

目標値 25.3 ％ 目標値
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細 施 策 23-1 人権を尊重する社会づくりの促進 施策KGI ②

Ｋ Ｇ  Ｉ

不当な差別や誹謗中傷などの人権侵害に対する相談・支援体制が整備されていないと回答した人の割合（アンケート）

KGI種別 下がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 23  様々な困難を抱えている人を地域ぐるみで支える社会の実現

K　G　I

①人口10万人当たりの自殺死亡率

　【基準値】16.7人（令和３年）【目標値】12.8人

〔参考指標〕悩みを抱える人の支援体制が整備されていると思う人の割合

　【基準値】15％（令和４年）【目標値】17.8％

担当部局 県民環境部


